
アニー クシユチエイの松林 
 

切株ばかりの丘よ     裸になった麓よ！ 

だれが思いおよぶか     ありし日のおまえの美しさを？ 

どこに消えたか     あの壮麗な姿は？ 

どこに消えたか     あの寂とした風の音は 

鬱蒼と茂る森の木の葉が     鳴りわたり 

老木の松が揺らぎ     はじけたときの？ 

どこに消えたか     おまえの小鳥たちは？ 

その囀りを聴けば     心安らぐ 

どこに消えたか     おまえの獣たちは？ 

また獣たちのねぐらの穴は？ 

いっさいが消え失せた：あらわになった野原には 

捻れた小松が     ただ数本のこるのみ！ 

松葉     松かさ     小枝に埋もれる  

不毛の地を     太陽は灼きつける 

そのさま    見るも哀し 

焼けおちた館のように 

廃墟と化した都のように 

焼爛れた荒地の沼のように！ 

その昔     君が森に行けば     君は目を見張った 

あ、   森は    魂を蕩かし   心を酔わせた 

心はなごみ     いくたび君は思ったことか： 

私は森に佇んでいるのか     それとも天国か      楽園かと？！ 

そこで見るものいっさいが麗しい     緑濃く     すくすくと     清げに！ 

そこで嗅ぐものいっさいが芳しい     森は鼻をなでる！ 

そこで聴くものいっさいが快い     ささやき     ざわめく     梢の音！ 

君が感じるものいっさいが心地よい     心を愛撫し     喜ばせる！ 

敷きつめられた柔かな苔の褥は 

頭を縮らせ     触れると     揺れる 

野いちごの茎は     ヘンルーダのように茂り 

黒や赤の熟れた実をもたげる 

下地が     緑     赤     白     それぞれの     きのこに浮かぶ斑点は 

農園から     木々の間に     まだらに映える 

あんずたけの漏斗は     苔のシーツの合間から 

あちこちに     はにかみながら顔を出す 

ここには     こけはらたけの皿が     森一面に開き 

ここには     むらさきはつたけが     牧場の切株のように     頭を出す 

ここ縦の根元には     はつたけが一家そろって芽を出し 

ここ松林には     ほこりたけがシーツの下から背を伸ばす 

ここには     赤     青     灰色のあいたけがひしめき座り 

だれからも煩わされず     楽しげに     色鮮やかに生える 
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